
大
牟
田
市
議
会
議
員

平
山
光
子
活
動
報
告

つ
な
ぎ
あ
っ
て
元
気
に
№20

平山光子後援会

事務所
大牟田市原山町１－５

0944-53-1661
自宅
大牟田市倉永１６５１

0944-58-1252
メールアドレス
mitsuko2007@tng.bbiq.jp
ホームページ
www.hirayama-mitsuko.net

原水爆禁止長崎大会「まとめ集会」

於 長崎総合体育館

昨年に続いて、４名の先生方と参加

しました。その場にいなければ伝わっ

てこない思い（感動、連帯感、勇気

・・）今年もたくさんいただきました。

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
世
界
の

都
市
が
国
を
超
え
連
帯
す
る
「
平

和
市
長
会
議
」
総
会
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

１
９
８
２
年
、
当
時
の
荒
木
広

島
市
長
の
呼
び
か
け
で
創
立
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
は
４
年
ご
と
に
広

島
と
長
崎
で
交
互
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

現
在
、
１
３
４
ヵ
国
３
０
４
７

市
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

核
廃
絶
・
平
和
の
願
い

世
界
へ

原
水
禁
長
崎
大
会

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
目
指
す
、
ア
メ
リ
カ
に
は
道
義
的
責
任
が
あ
る
」

と
い
う
核
超
大
国
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
の
プ
ラ
ハ
演
説
以
来
、
世
界
中

に
核
兵
器
廃
絶
へ
の
大
き
な
希
望
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

被
爆
地
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
」
か
ら
長
年
発
信
し
続
け
ら
れ
た
核
の
脅

威
の
訴
え
と
核
兵
器
廃
絶
へ
の
願
い
が
大
き
な
う
ね
り
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

・
安
全
保
障
を
核
戦
力
に
求
め
る
「
核
抑
止
論
」
は
時
代
遅
れ

・
核
兵
器
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い

・
核
兵
器
廃
絶
は
次
世
代
へ
の
責
任

こ
の
よ
う
な
認
識
が
世
界
の
閣
僚
や
、
冷
戦
時
代
の
核
政
策
を
担
っ
た
ア
メ

リ
カ
の
有
力
政
治
家
か
ら
も
次
々
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
微
力
だ
け
ど
無
力
で
は
な
い
」
を
合
い
言
葉
に
、
今
年
も
高
校
生
平
和
大
使

の
国
連
派
遣
に
向
け
、
た
く
さ
ん
の
高
校
生
が
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

１万人署名活動や「高校

生平和大使」の本の販売に取

り組む高校生達、みんな素敵

な笑顔で頑張っていました。

平和の泉の前で・・
始めはひざまずき、次に、

立ち上がって、手を合わせて

語っておられた言葉は・・・
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原
水
禁
長
崎
大
会
に
参
加
し
て

○

Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議
の
成
功
を
！

Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
世
界
１
９
０
ヵ
国
が
加
盟
す
る
多
国
間
核
軍
縮
条
約

で
す
。
５
年
ご
と
に
再
検
討
会
議
が
開
か
れ
ま
す
。

０
５
年
の
会
議
で
は
、
核
保
有
国
が
核
軍
縮
へ
の
姿
勢
を
示
さ

ず
議
長
声
明
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
０
１
０
年
の
再
検
討
会
議

の
成
功
（
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
の
採
択
等
）
に
向
け
て
、

「
被
爆
国
」
日
本
は
主
導
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
国
内
の
世
論
を
ど
う
高
め
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

○

過
大
報
道
さ
れ
る
北
の
脅
威

ま
だ
ま
だ
根
強
い
核
抑
止
力
や
、
核
の
傘
は
必
要
と
の
論
議
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
核
保
有
や
敵
基
地
攻
撃
論
ま
で
台
頭
し
て
き

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
語
ら
れ
る
の
が
北
朝
鮮
の
脅
威
で
す
。

軍
事
評
論
家
の
前
田
哲
男
さ
ん
は
、
「
北
の
戦
力
（
陸
軍
こ
そ

百
万
人
い
る
が
、
海
軍
も
空
軍
も
老
朽
化
、
戦
前
の
日
本
並
み
）

を
本
気
で
脅
威
に
感
じ
て
い
る
自
衛
隊
幹
部
や
防
衛
省
の
役
人
は

い
な
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

で
は
な
ぜ
、
莫
大
な
費
用
を
か
け
て
Ｍ
Ｄ
（
ミ
サ
イ
ル
防
衛
）

シ
ス
テ
ム
配
備
？

そ
こ
に
は
、
莫
大
な
防
衛
予
算
に
群
が
る
軍

需
企
業
や
族
議
員
の
利
権
が
見
え
隠
れ
・
・
で
す
。

○

北
東
ア
ジ
ア
非
核
地
帯
構
想
の
実
現
を
！

世
界
に
は
「
核
兵
器
の
使
用
と
使
用
の
威
嚇
を
禁
止
」
と
条
約

で
決
め
た
非
核
地
帯
が
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
南
太
平
洋
、
ア
フ

リ
カ
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
の
５
地
帯
に
拡
が
っ
て
い
ま

す
。
日
本
、
韓
国
、
北
朝
鮮
の
三
国
で
非
核
地
帯
を
形
成
す
る
よ

う
、
努
力
す
べ
き
と
い
う
意
見
に
納
得
で
す
。
対
立
と
威
嚇
で
は

な
く
対
話
と
協
力
こ
そ
核
廃
絶
へ
の
道
で
し
ょ
う
。

○

日
本
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
民
生
支
援

日
本
の
高
い
技
術
力
は
新
興
国
で
の
技
術
支
援
や
人
道
支
援
に

成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
平
和
憲
法
を
持
つ
日
本
の
役
割
は
軍

事
力
に
よ
る
威
嚇
で
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
日
本
は
「
被
爆
国
」
と

し
て
核
廃
絶
と
平
和
に
つ
い
て
発
信
し
続
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

「
武
力
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い
」
こ
と
を
！

「
人
類
の
滅
亡
か
、
戦
争
の
放
棄
か
」
の

二
者
択
一
を
課
題
に
し
て
い
る
こ
と
を
！

今
こ
そ
国
民
主
役
の
政
治
の
流
れ
を
！

自
民
党
・
公
明
党
政
権
下
で
「
官
か
ら
民
へ
」「
聖
域
な
き
構
造
改
革
」

の
か
け
声
の
も
と
押
し
進
め
ら
れ
た
競
争
主
義
の
結
果
、
私
た
ち
の
く

ら
し
は
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
交
付
税
の
大
幅
削
減
は
自
治
体

の
経
済
格
差
を
広
げ
、
地
方
で
は
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
負
担
増
と
な
り
市

民
生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
企
業
の
利
益
が
最
優
先
と
さ
れ
た
結
果
、

労
働
環
境
は
壊
さ
れ
、
大
量
の
失
業
者
や
非
正
規
就
労
者
を
生
み
出
し

若
者
か
ら
夢
を
奪
い
続
け
て
い
ま
す
。
学
校
は
、
管
理
体
制
や
学
校
間

競
争
が
一
層
進
み
、
教
職
員
の
健
康
阻
害
は
増
え
続
け
、
不
登
校
や
学

ぶ
意
欲
の
低
下
な
ど
子
ど
も
の
問
題
も
深
刻
で
す
。
医
療
・
年
金
・
介

護
な
ど
制
度
の
改
悪
に
よ
る
将
来
の
不
安
、
相
次
ぐ
食
の
偽
装
の
背
景

に
は
モ
ラ
ル
の
低
下
と
共
に
、
過
度
の
競
争
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
言
い
続
け
て
き
た
よ
う
に
、
自
由
競
争
・
市
場
経
済
の
活

性
化
が
国
民
生
活
の
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
と
い
う
の
が
幻
想
で
あ
る
こ

と
は
も
は
や
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

今
、
地
方
か
ら
地
域
に
愛
着
を
持
っ
た
人
々
が
、
自
然
環
境
や
人
的

資
源
を
活
か
し
て
活
気
あ
る
地
域
作
り
を
始
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

こ
れ
か
ら
目
指
す
べ
き
社
会
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

来
る
衆
議
院
選
挙
は
、
私
た
ち
の
貴
重
な
一
票
を
生
か
し
て
政
治
の

流
れ
を
変
え
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
資
産
家
や
企
業
優
遇
の

政
治
か
ら
国
民
生
活
に
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
る
政
治
へ
と
流
れ
を
大

き
く
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平
山
光
子
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右
は
昨
年
盛
夏
号
の
文
章
で
す
。
あ
れ
か
ら
約
一
年
、
自
党
の

政
権
延
命
の
た
め
に
解
散
が
先
延
ば
し
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

間
、
経
済
対
策
と
称
し
て
一
回
限
り
の
様
々
な
ば
ら
ま
き
や
企
業

利
益
の
た
め
の
対
策
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
民
の

く
ら
し
の
安
心
も
未
来
へ
の
展
望
も
生
ま
れ
ず
、
国
の
借
金
が
大

き
く
膨
ら
ん
だ
だ
け
で
す
。

衆
議
院
選
挙
投
票
日
、
二
〇
〇
九
年
八
月
三
十
日
を
、

生
活
者
の
た
め
の
政
治
を
取
り
戻
し
た
大
切
な
記
念
日
に
！


